
●
ト
ン
ジ
ョ
ン
と
い
う
呼
び
名

　

韓
国
で
は
コ
イ
ン
の
こ
と
を
指
す
と

き
、
改
ま
っ
た
形
と
し
て
は
チ
ュ
フ
ァ

（
鋳
貨
）、
よ
り
砕
け
た
形
で
は
チ
ャ
ン

ド
ン
（
小
銭
）、
あ
る
い
は
ト
ン
ジ
ョ

ン
と
呼
ぶ
。
チ
ャ
ン
ド
ン
が
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
そ
の
通
用
価
値
に
注
目
し
て

い
る
に
比
べ
、
ト
ン
ジ
ョ
ン
は
通
貨
の

形
態
に
注
目
し
た
語
感
が
あ
り
、
日
本

語
で
通
常
用
い
ら
れ
る
「
コ
イ
ン
」
の

語
に
近
い
。
こ
の
ト
ン
ジ
ョ
ン
と
は
漢

字
で
は
「
銅
銭
」
で
あ
る
。
銅
以
外
の

素
材
の
コ
イ
ン
も
す
べ
て
韓
国
語
で
は

ト
ン
ジ
ョ
ン
と
総
称
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
銅
銭
」
の
語
は
李
朝
時
代
の

幣
制
に
さ
か
の

ぼ
る
。
当
時
東

ア
ジ
ア
で
は
、

中
国
秦
朝
以
来

の
方
孔
銭
（
円

形
角
孔
の
銅

貨
）
が
使
わ
れ

て
い
た
。
中
国
で
は
五
銖
銭
や
開
元
通

宝
、
永
楽
通
宝
な
ど
が
有
名
で
、
日
本

で
は
銭
形
平
次
が
投
げ
る
寛
永
通
宝
が

有
名
で
あ
る
が
、
韓
国
で
知
名
度
ダ
ン

ト
ツ
の
方
孔
銭
は
一
六
三
三
年
以
来
二

七
〇
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
使
用
さ
れ

た
葉
銭
、
つ
ま
り
常
平
通
宝
で
あ
る

（
写
真
）。
韓
国
で
銅
銭
と
は
元
来
こ
の

銭
の
こ
と
を
指
し
た
が
、
現
在
で
は
転

じ
て
金
属
通
貨
全
般
の
こ
と
を
指
す
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

●�

李
朝
期
の
本
位
通
貨
だ
っ
た
銅

銭

　

日
本
で
も
過
去
の
コ
イ
ン
に
関
す
る

事
柄
が
現
代
語
の
な
か
に
い
く
つ
か
痕

跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。「
猫
に
小

判
」
だ
と
か
「
三
文
判
」
な
ど
が
そ
れ

だ
。
し
か
し
、
韓
国
で
は
コ
イ
ン
そ
の

も
の
の
名
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
か
つ
て
の
朝
鮮
で
は

銅
銭
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。
一
九

世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
開
港
期

に
な
っ
て
も
、
日
常
取
引
か
ら
家
畜
・

不
動
産
取
引
、
納
税
な
ど
あ
ら
ゆ
る
取

引
の
支
払
い
は
銅
銭
現
物
に
よ
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
た
。
公
私
一
切
の
取

引
に
無
制
限
に
通
用
す
る
銅
銭
は
ま
さ

に
本
位
通
貨
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
か
っ

た
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
状
況
に
驚
く

外
国
人
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
一

八
九
四
年
冬
に
当
時
の
朝
鮮
を
旅
行
し

た
イ
ギ
リ
ス
人
女
流
作
家
の
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
が
内
陸
部
へ
の
旅
行
に
際

し
、
日
本
円
で
一
〇
〇
円
相
当
の
銅
銭

を
運
搬
す
る
の
に
男
六
人
も
し
く
は
馬

一
頭
が
必
要
で
、
あ
ま
り
の
物
量
の
多

さ
に
こ
れ
ら
の
銅
銭
を
旅
行
に
使
う
船

の
バ
ラ
ス
ト
と
し
て
活
用
し
た
ほ
ど

だ
っ
た
と
い
う
。

●
日
本
が
完
成
さ
せ
た
近
代
幣
制

　

開
港
期
の
朝
鮮
・
旧
韓
国
（
大
韓
帝

国
）
で
は
、
通
貨
流
通
を
巡
る
状
況
は

混
乱
を
極
め
て
い
た
。
開
港
場
周
辺
で

は
円
な
ど
の
外
国
通
貨
が
通
用
し
た
ほ

か
、
首
都
漢
城
（
ソ
ウ
ル
）
を
中
心
と

す
る
西
部
地
域
一
帯
に
は
一
八
九
二
年

に
製
造
が
開
始
さ
れ
た
西
洋
式
の
白
銅

貨
が
流
通
し
、
一
七
世
紀
よ
り
製
造
さ

れ
て
き
た
銅
銭
も
依
然
全
土
で
流
通
し

て
い
た
。
一
八
九
八
年
、
突
如
当
時
の

韓
国
政
府
が
額
面
の
二
割
程
度
の
費
用

で
製
造
で
き
る
白
銅
貨
を
本
位
銀
貨
に

代
え
て
乱
発
し
た
う
え
、
統
治
の
緩
み

に
乗
じ
た
粗
悪
な
私
鋳
貨
の
横
行
が
目

に
余
る
状
況
と
な
り
、
白
銅
貨
の
価
値

は
下
落
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
ま
た
、

銅
銭
は
素
材
価
値
が
比
較
的
高
く
全
土

で
通
用
し
た
が
、
東
洋
の
方
孔
銭
の
常

で
銅
品
位
や
量
目
に
ば
ら
つ
き
が
大
き

く
、
ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
流
通
に
大

き
な
不
便
を
と
も
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
混
乱
し
た
通
貨
流
通
の
状

況
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
が
、
第
一
次

日
韓
協
約
に
沿
っ
て
断
行
さ
れ
た
一
九

〇
五
年
の
貨
幣
整
理
事
業
で
あ
っ
た
。

韓
国
側
の
造
幣
局
（
典
圜
局
）
閉
鎖
、

日
本
の
コ
イ
ン
の
無
制
限
流
通
、
そ
れ

と
同
一
規
格
の
韓
国
コ
イ
ン
の
大
阪
造

幣
局
へ
の
発
注
な
ど
を
内
容
と
し
、
植

民
地
幣
制
構
築
へ
の
布
石
と
も
い
え

た
。
一
方
、
そ
れ
ま
で
通
貨
流
通
の
障

害
要
因
と
な
っ
て
き
た
白
銅
貨
と
銅
銭

の
回
収
が
同
年
か
ら
四
年
間
に
わ
た
っ

て
続
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
近
代
的
な

李氏朝鮮の銅銭「常平通宝」
発行開始 1633 年、通用停
止 1904 年
（韓国貨幣博物館HP）
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※1972年製造の完全未使用品のこと。

西
洋
式
コ
イ
ン
が
韓
国
全
域
に
行
き
わ

た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
〇
年
の

日
韓
併
合
に
と
も
な
い
、
コ
イ
ン
に
つ

い
て
は
日
本
本
土
の
も
の
が
持
ち
込
ま

れ
そ
の
ま
ま
流
通
す
る
に
至
っ
た
。
し

か
し
、
回
収
が
終
わ
っ
た
は
ず
の
前
述

の
銅
銭
「
常
平
通
宝
」
は
、
大
正
末
期

に
な
っ
て
も
民
衆
の
間
で
相
対
通
用
が

な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
朝
鮮
総
督
府

元
財
務
局
長
・
水
田
直
昌
氏
の
証

言
）。
近
代
的
コ
イ
ン
が
行
き
わ
た
っ

た
は
ず
の
日
本
統
治
期
に
も
旧
銅
銭
が

根
強
い
人
気
を
持
ち
、
旧
銅
銭
を
「
お

宝
」
と
考
え
る
記
憶
が
大
韓
民
国
建
国

以
後
に
も
民
衆
の
間
に
保
持
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

●�

イ
ン
フ
レ
高
進
を
警
戒
し
た
幣

制
構
築
と
「
重
た
い
ポ
ケ
ッ

ト
」
の
不
評

　

一
九
四
五
年
の
解
放
後
、
イ
ン
フ
レ

に
悩
ま
さ
れ
続
け
た
韓
国
で
は
コ
イ
ン

不
在
の
時
代
が
続
い
た
。
一
九
六
二
年

に
朴
正
煕
が
始
め
た
経
済
開
発
政
策
は

そ
の
後
の
韓
国
経
済
の
進
路
を
決
定
づ

け
る
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
供

給
力
不
足
に
よ
る
途
上
国
型
イ
ン
フ
レ

は
な
お
も
続
い
た
。
本
格
的
な
コ
イ
ン

発
行
は
一
九
六
六
年
に
な
っ
て
よ
う
や

く
開
始
さ
れ
た
（
黄
銅
製
一
、
五
、
一

〇
ウ
ォ
ン
の
三
種
）。
こ
の
う
ち
、
同

年
銘
の
一
〇
ウ
ォ
ン
貨
は
現
在
流
通
市

場
で
見
出
だ
せ
る
最
古
参
の
も
の
だ
。

そ
の
後
の
コ
イ
ン
発
行
に
お
い
て
は
、

サ
イ
ズ
や
量
目
な
ど
を
当
初
発
行
時
の

ま
ま
極
力
維
持
さ
れ
て
い
る
。
歴
代
政

権
は
紙
幣
を
含
む
通
貨
の
形
状
縮
小
が

当
局
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
追
認
の
意
味
に

取
ら
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
心

理
を
刺
激
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
節
が
あ

る
。
特
に
、
朴
正
煕
政
権
お
よ
び
後
続

の
軍
事
政
権
は
開
発
独
裁
的
色
彩
が
強

く
、
そ
の
正
統
性
は
経
済
発
展
政
策
の

成
功
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

イ
ン
フ
レ
の
放
置
、
つ
ま
り
経
済
発
展

政
策
の
失
敗
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
措

置
は
取
り
難
く
、
コ
イ
ン
の
形
状
変
更

は
敬
遠
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
。
こ
の
間

の
コ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
措
置
等
は
専
ら

銘
価
一
〇
ウ
ォ
ン
以
下
の
小
額
貨
に
関

す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。

　

現
在
の
韓
国
で
、
流
通
市
場
で
常
見

す
る
コ
イ
ン
は
五
〇
〇
、
一
〇
〇
、
五

〇
、
一
〇
ウ
ォ
ン
の
四
種
類
で
、
五
〇

〇
、
一
〇
〇
、
五
〇
ウ
ォ
ン
貨
は
そ
れ

ぞ
れ
一
九
八
二
、
七
〇
、
七
二
年
に
発

行
が
開
始
さ
れ
た
。
一
〇
〇
、
五
〇

ウ
ォ
ン
貨
に
つ
い
て
途
中
に
マ
イ
ナ
ー

な
図
案
修
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
除
く

と
、
形
状
、
量
目
な
ど
は
現
在
ま
で
不

変
で
あ
る
。
一
〇
〇
ウ
ォ
ン
貨
の
発
行

が
開
始
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇

一
二
年
ま
で
の
四
二
年
間
で
物
価
は
約

二
〇
倍
上
昇
し
た
が
、
コ
イ
ン
は
同
じ

も
の
を
使
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
を
生

き
抜
い
て
き
た
コ
イ
ン
た
ち
も
、
気
の

毒
な
こ
と
に
「
ポ
ケ
ッ
ト
が
重
く
な
る
」

「
財
布
が
膨
ら
ん
で
し
ま
う
」
な
ど
と

意
外
に
不
評
だ
。

●�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
普
及
と

コ
イ
ン
退
蔵
の
加
速

　

一
九
九
七
／
九
八
年
の
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
の
時
に
は
大
量
の
失
業
者
が
発
生

し
、
多
く
の
家
計
が
危
機
に
瀕
し
た
。

こ
う
し
た
と
き
に
は
普
段
は
退
蔵
さ
れ

て
い
る
コ
イ
ン
も
家
計
の
一
助
と
な
っ
て

日
の
目
を
み
る
こ
と
が
多
い
。
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
の
余よ

燼じ
ん

の
さ
め
や
ら
ぬ
時
期

に
赴
任
し
た
筆
者
も
、
五
〇
ウ
ォ
ン
貨

最
古
参
の
一
九
七
二
年
銘
完
未
品
※

な
ど

の
お
宝
を
多
数
流
通
中
か
ら
拾
い
上
げ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
順
調
な

経
済
成
長
で
家
計
の
状
況
が
一
服
す
る

と
、
コ
イ
ン
は
そ
の
取
扱
い
の
面
倒
さ

や
使
い
で
の
な
さ
か
ら
退
蔵
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
コ
イ
ン
退
蔵
に
拍
車
を
か

け
た
の
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
交
通

カ
ー
ド
の
普
及
、
そ
し
て
公
衆
電
話
の

衰
退
と
対
に
な
る
携
帯
電
話
の
普
及
で

あ
る
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
買
い
物
の
現

場
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
が

相
当
普
及
し
て
き
た
が
、
現
金
も
ま
だ

多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
客
が

払
う
現
金
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
紙
幣
の

み
で
、
端
数
ま
で
コ
イ
ン
を
併
用
し
て

き
っ
ち
り
払
う
人
は
多
く
な
い
。
ス
ー

パ
ー
は
依
然
と
し
て
コ
イ
ン
の
大
き
な

需
要
先
だ
が
、
客
が
受
け
取
っ
た
コ
イ

ン
は
そ
の
先
の
行
き
場
を
失
っ
た
の

だ
。
コ
イ
ン
の
退
蔵
に
最
も
頭
を
痛
め

て
い
る
の
は
韓
国
銀
行
だ
。
造
幣
費
用

削
減
の
た
め
同
行
は
二
〇
〇
八
年
か
ら

毎
年
五
月
に
「
汎
国
民
コ
イ
ン
交
換
運

動
」
な
る
も
の
を
展
開
す
る
な
ど
、
退

蔵
さ
れ
た
コ
イ
ン
の
回
収
に
躍
起
に

な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の
同
運
動
の

回
収
成
果
は
約
四
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
。
筆

者
の
一
九
九
〇
年
代
中
盤
に
お
け
る
推

計
で
は
、
発
行
残
高
の
う
ち
日
常
取
引

で
活
発
に
動
い
て
い
る
部
分
（
活
動
残

高
）
に
対
す
る
退
蔵
率
は
年
約
五
％

で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
韓
国
の
年
間
コ
イ

ン
退
蔵
額
は
約
五
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
程

度
。
つ
ま
り
、
同
運
動
に
よ
り
年
間
退

蔵
額
に
匹
敵
す
る
額
が
日
の
目
を
み
た

こ
と
に
な
る
。
で
も
、
一
般
の
韓
国
人

に
と
っ
て
韓
国
銀
行
と
い
う
の
は
雲
の

上
の
存
在
で
、
そ
こ
か
ら
の
一
声
で
こ

れ
だ
け
の
量
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は

お
そ
ら
く
か
つ
て
の
退
蔵
率
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な
退
蔵
ス

ト
ッ
ク
が
背
後
に
存
在
し
て
い
る
と
い

う
気
が
し
て
い
る
。
現
地
に
赴
い
た
ら

今
度
は
改
め
て
退
蔵
率
推
計
を
し
て
み

た
い
。
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

（
お
く
だ　

さ
と
る
／
細
亜
大
学
ア
ジ
ア

研
究
所
教
授
）
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